
平成２５年度様式 

「島原温泉ガマダス花火大会の開催と同時に雲仙普賢岳噴火災害からの復興パネル展」 
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花火大会本部                花火大会の様子 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年度様式 

様式第１０号（第１７条関係）

事 業 報 告 書

１ 支 援 団 体 名 九州建設技術フォーラム実行委員会

２ 事 業 名 称 九州建設技術フォーラム２０１３

３ 実 施 日 時 平成 25年 10月 28日（月），10月 29日（火）

４ 実 施 場 所 福岡国際会議場

５ 事業目的、内容

及 びその効 果

新技術の開発・活用・普及における産学官の連携を促進するために必要

な情報交換を行うことを目的に、福岡市において開催。今年は，フォーラ

ム形式として開催 周年を迎えるため２日間の開催とし，社会資本整備審

議会による「社会資本メンテナンス元年」としての位置付けを踏まえ「社

会資本の維持管理」をテーマとした。

 
基調講演：「社会資本の維持管理，更新」 
 講師：宮田 年耕氏（首都高速道路(株)代表取締役専務執行役員） 
記念講演：「黒田官兵衛と博多・福岡の町づくり」 

・講師：岡部 定一郎氏（福岡城復元構想委員会委員，NPO法人
福岡城市民の会事務局長） 

プレゼンテーション：産学の最新技術や発注者のニーズについてプレゼン

テーション形式で技術情報提供をしていただいた。プレゼン数５７ 
（企業・協会等：３９ 学会関係：１２ 発注機関：６）

技術情報の展示：出展ブース数 件（その内，官１，学３）

ポスターセッション：大学等の若手研究者による大学のシーズを公開する

ポスターセッションを開催。出展数５７

（学会関係：３１ ，協会等：１６，発注機関：１０）

技術展示：出展数９２ブース

安全： ，環境： ，コスト： ，品質： ， ： ，その他：

テーマディスカッション：「九州での新技術普及と今後の目指すべき方向」 
座長 日野 伸一（九州大学副学長）

パネリスト 高橋 和雄（長崎大学名誉教授）

髙橋 幸久（日本建設業連合会九州支部）

津田 満 （福岡県建設業協会）

岩上 憲一（建設コンサルタンツ協会九州支部理事）

山本 悟司（国土交通省 環境安全・地理空間情報技術調査官）

後田 徹 （九州地方整備局九州技術事務所長）

提供された技術数： 技術

参加組織：

主な参加大学等：九州大学，佐賀大学，九州工業大学，福岡大学他 大学，

福岡建設専門学校，福岡工業高校，八幡工業高校，八女工業高校，祐誠高

校

６ 参 加 内 訳 総人数 ２，５４５名

７ 今 後 の方 針
アンケート調査結果やこれまでの経緯から，平成 年度においても九州建

設技術フォーラム を開催する予定。
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平成２５年度様式 

 

日野実行委員長挨拶 基調講演

プレゼンテーション 展示ブース

展示ブース テーマディスカッション

平成２５年度様式 

 

 

様式第１０号（第１７条関係） 

事 業 報 告 書 

１ 支 援 団 体 名 産学官建設技術交流会 

２ 事 業 名 称 
シンポジウム「巨大災害にどう備えるか」～九州北部豪雨から 1 年を迎え

て～ 

３ 実 施 日 時 平成 25 年 5 月 29 日 

４ 実 施 場 所 福岡国際会議場 

５ 事業目的、内容 

  及 び そ の 効 果 

（事業目的および内容） 
甚大な被害を生じた九州北部豪雨災害から 1 年を経過するに当

たり，九州地方整備局他 4 団体共催のシンポジウム形式で，九州

での巨大災害に備えるための河川管理者及び学識者による基調講

演を開催した。また，昭和 28 年の九州北部水害や新燃岳噴火など

過去の災害状況，九州地方整備局が組織する TEC－FORCE の活

動等の貴重な写真をパネル展示した。なお，昨年の九州北部豪雨

災害に関する地元建設会社作成の映像記録や民間のボランティア

活動の紹介も行われた。 

 

（事業実施効果） 

産学官合計 700 名弱の参加者があり，非常に盛況であった。 

 

 

６ 参 加 内 訳 

総人数                          680 名 

（１）主催者参加                           100 名 

（２）日本人参加（（１）を除く）                    580 名 

（３）外国人参加（（１）を除く）                名 

７ 今 後 の 方 針 

特になし 
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